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薔薇の街のシネマテーク

　煉瓦造りの建物が並び、その色あいから「薔

薇の街」とも呼ばれるトゥールーズは、約43万

の人口を数えるミディ＝ピレネー地方の中心都

市である。周辺自治体を合わせると人口は100

万人強、日本ならば仙台市や北九州市ほどの

規模になるが、うち10万人近くを学生が占める

という巨大な大学都市でもある。首都から遠く

離れたこのピレネーの麓にシネマテークを創設

したのはレイモン・ボルド（1920－2004年）という

人物だが、彼はかつてシネマテーク・フランセ

ーズを率いたアンリ・ラングロワを国内でもっと

も厳しく批判した人のひとりであった。長く『ポジ

ティブ』誌の編集委員を務めた批評家であり、

映画史家としても数々の著作を残したボルド

が、シネマテークという土俵の上でラングロワ

の「情熱主義」と相容れなかったことは想像に

難くない。また、ラングロワの他界後、1983年

に著した『シネマテーク（Les　Cln6mathさques）』

でも、ボルドはフランスのシネマテークの未来

像についてやや悲観的な意見を述べている。

　だが、両者ともに鬼籍に入ったいま、そんな

対立の空気もすっかり過去のものとなった。シ

ネマテーク・フランセーズの職員の方々にトゥー

ルーズにも行く旨を伝えると、それは素晴らし

い、一度は訪問する価値のあるシネマテーク

だ、と口々に言う。今は国内シネマテーク間の

連携が図られ、ノンフィルム資料の共通データ

ベースさえ構築されている。そんな中でこの「フ

ランス第二のシネマテーク」の価値をどこに見

出すべきか、また、そしてボルドの物質的・精

神的遺産はどう継承されているのか。筆者の

課題はそれをっかむことにあった。

　1997年にオープンした現在のシネマテーク

は、市の中心街のトール通り、ルネッサンス期

の門をくぐった中庭のさらに奥にある。ここには

220席と39席という二っの上映ホールと図書室

があるが、展示室がないため、受付のあるホ

ールが展示コーナーとして活用されている。訪

問時には1910年代アメリカ映画のフランス版ボ

スターが飾られていた。

　螺旋階段の上の2階が図書室である。国内

シネマテーク共通の分類法によって図書が並

べられているのはシネマテーク・フランセーズの

項で述べたが、ここのいちばんの強みはフラン

スの歴史的な映画雑誌であろう。とりわけ地方

雑誌についてはパリのシネマテークを軽く凌駕

しており、南西部の、例えばボルドーの業界誌

『シュド＝ウェスト・スペクタクル（Sud－Ouest

Spectacles）』や『ラ・ヴォワ・デュ・シネマ（La

Voix　du　Cin6ma）』などが所蔵されているの

は、ボルド自身の収集の成果でもあるが、彼

がいかに地方在住のコレクターと緊密な関係

綴

シ不マテークドトゥールーズの門

ル不ソサンス期に建造された煉瓦造りの門。1997年からサン・セルナノ大聖堂に近い市の中心街を拠点としている。

ン不マテークの建物　上掲写真の門の奥にある
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図書室（2点とも）

映画雑誌が充実しており、特に南仏のローカル誌は他の追随を許さない。壁画（右写真）に記さ

れている文字は革命歌「インターナショナル」の歌詞。かつてフランコ政楮iのスペインから亡命し

てきた社会主義者の集会所だったためである。

を結んできたかも物語る。図書至では各雑誌

を解説した文書も作成されており、閲覧の参

考にすることができる。

　ここで驚いたのは、オープン前の改築中に

発掘されたというフレスコ風の壁画だ。絵はわり

と新しく、よく見ると革命歌「インターナショナル」

の歌詞が書いてある。尋ねてみると、トゥール

ー ズはフランコ政権のスペインから亡命してき

た社会主義者の拠点で、ここは彼らのかつて

の集会所だったという。結局、シネマテークは

この壁両をそのまま残すこととした。2万人以上

のスペイン系人口を数えるこの都市ならではの

エピソードである。

　夕闇が迫ると、その日の上映作品、黒澤明

の『蜘蛛巣城』のために仕事を終えた人々や学

生が集まり、rFI庭に列を作り始めた。その空気

は、映画愛好者の「聖地」としての威容を示す

パリのシネマテークとはかなり趣が遅う。ガロン

ヌ河の岸辺やキャピトル広場を散歩するのと1司

じように人々がここに集い、映画になじんでいる

その親密さは、シネマテークを“市民の共有財

産”と見なす精神的風土がなせるものだろう。

　さまざまな上映企画の中でも特徴的だった

のが、「ミディ＝ピレネー地方の映画」という定

期プログラムである。筆者の訪問時には『アル

フレッド・ナカシュ、アウシュヴィッツの泳者』

（2001年）という中篇ドキュメンタリーが1ゴ映さ

れていた。ジャン・ヴィゴの映画でも知られる

水泳選手ジャン・タリスに憧れて競泳界に進

み、ベルリン五輪で優i勝、1941年にはバタフラ

イ（当時は平泳ぎと未分離）の世界記録を達成

するもユダヤ人強制収容所に送られ、それで

も生還して戦後のトゥールーズで活躍した男子

水泳選手をめぐる作品である。ナターシャ・ロ

ーラン館長の紹介に続いてナカシュの親族や

監督が挨拶をし、活発な質疑応答が行われ

ていたが、そこからも「地域に根ざした上映」が

実地に感じ取れた。

「人力」のシネマテーク

　1952年のある日、蚤の市でアルフレッド・ヒ

ッチコックの『リング』（1927年）のフィルムを見

つけ、買い求めたのが映画コレクターとしての

ボルドの経歴の始まりだという。その後、南フラ

ンスー一帯のサーカスや巡llll上映の主催者に掛

け合ってフィルムを手に入れるようになり、同時

に評論家として、またシネクラブの主宰者とし

て活動を始める。こうした中、ボルドはロジェ・

イカールら仲間のコレクターとともに「シネマテ

ーク・ド・トゥールーズ」を名乗って・般向けの

上映会を開いた。現在、シネマテークの創立

の日とされているのは、その1958年12月12日

である。1964年にはアソシアシオン組織として

正式に認口∫され、FIAFには1965年に加盟した

が（FIAFのディレクトリには1966年と記されて

いる）、初期のシネマテークの活動はやはりシ

ネクラブの延長であり、フィルムや資料の保存

庫もなく、働く人々はすべてボランティアであっ

た。それでも1972年には、近郊のル・ヴェルネ

に住むフランシス・グロッソという映画狂がシネ

マテークにたった1フランで自分の土地の一一部

を売却、彼の資金援助も得て念願の保存庫

がようやく完成した。そして、初めての給与つき

職員3名が雇用されたのは1981年のことであ

る。やがてボルドは長い病に臥せるが、逝去

する直前の2004年、東の近郊のバルマli了に

「シネマテーク保存研究センターが開館し、

新しい保存庫であるだけでなくフィルム復元の

拠点ともなっている。現在の職員数は30名、う

ち12名が「保存研究センター」で働いている。

　こう記してみると、ラングロワの盛大なアピー

ルを通じて・気に国際的規模に達したパリの

シネマテークとは対照的に、トゥールーズは小

さな「人力」のたゆまぬ積み重ねによって実績

を蓄えてきたという感触がある。1960年代の初

めにはまだフィルムの数は300本程度、ル・ヴェ

ルネの保存庫ができた段階でもせいぜい

1，000本程度だったというが、現在では長短篇

合わせて約3万5，000本を数える。1930年代か

ら40年代のフランス映画、アメリカのバーレス

ク映画といった特徴的なコレクションを誇るが、

ソビエト時代からモスクワのゴスフィルモフォン

ドとの結びつきが強く、初期ソビエト映画のコレ

クションは西欧のフィルム・アーカイブの中でも

随一の規模を誇っている。

パリを逆照射する映画の風景

　さて、ここでノンフィルム資料に話題を移そ

う。ここの映画資料のうち、ポスターやスチル

写真の多くはフランス南西部一帯の映画館か

らの定期的な寄贈によるものである。電話一本

でトゥールーズ市内はもちろんボルドーまで車

を走らせて資料を受け取りに行くというが、そん

なところにも「人力」を基盤としてきた地域シネ

マテークの「足腰」の強さを感じさせる。約5万

枚のポスターや50万枚のスチル写真のほか、

プレスシート、シネロマンなど映画館や観客に

由来する資料が充実しているが、フィルム・ア

ーカイブの常として、まだカタログ化に至ってい

ない資料も大量に残されているという。また、

近年はポスターの復元にも取り組み、ラ・ロシェ

ル近郊のレ島に住む著名な紙の修復家、キエ

．1二房に発注をしている。

　ここのコレクションの中で、とりわけローカリズ

ムに根ざした映画文化の豊かさを感じさせた

のが、1950年代末から70年代にかけてアンド

レ・アザイスという地元の両家が描いた、市内

の映画館ファサード向けの大型手書きボスタ

ーである。日本のように壁面に直接描くのでは

なく、紙を貼り付ける方式だったため保存が可

能になったわけだが、「市民」と「映画」を直接

結びつけるこうした資料の存在はこのシネマテ

ークの性質を優れて示しているだろう。

　これらノンフィルム資料のデータベースはシ

ネマテーク・フランセーズらと共有の「シネ・ル
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図書室所蔵の映画雑誌

雑誌の合本はほとんどしていない。閲覧の頻度が多くなく、司書の目が行き届きやすいためと

思われる。

シネマテーク保存研究センター（バルマ市）

2004年に開館、フィルムとノンフィルム資料の保存庫であると同時に、フィルム復元の拠点とな

っている。

スールス（Cin6－Ressources）」であり、ヒに記

した事業内容も表面的にはシネマテーク・フラ

ンセーズと大きくは変わらない。だが、所蔵品

の性質はかなり異なっている。例えば、前述の

映画雑誌のほか、映画祭カタログ・ロビーカー

ド・映両団体の資料など、シネマテーク・フラン

セーズは比較的弱いかと思われた分野がここ

では充実している。しかし逆もまた真なりで、パ

リには多数所蔵されている技術資料類（キャメ

ラ、映写機など）や映画人の個人資料はほとん

どない。これには、両創立者のいにしえの反H

も影響しているが、むしろ両シネマテークを取

り巻く映画文化の差異が反映していると言えよ

う。

　フィルムについても情況はやや似通ってい

る。ボルドは、ラングロワがさほど関心を持たな

かった教育映画や地方映像（ここでは南西部

の記録映画）の収集に力を入れていた。フラン

スでは1910年代から教育映画の学校巡回卜：

映が組織化されており、北部地方に比べて映

画館数の少なかった南仏ではそのネットワーク

は特に強いものであった。こうした巡回1：映は、

アメリカのバーレスク映画など貴重な無声劇映

画も援川しつつ1970年代まで続いたそうだが

（つまり可燃性フィルムもその頃まで映写されて

いたことになる）、ド火になったため廃棄の危機

にあったところをシネマテークに救われたとい

う。所蔵全コレクションの責任者であるクリスト

フ・ゴーティエ氏によれば、フランスで最初のシ

ネマテークは、1922年にサンテチエンヌに設、ア

された、教育映画を専門に扱う保存所であると

いう。だが、そのことはシネマテーク・フランセー

ズの項で記したローラン・マノー二氏の大著

「シネマテーク・フランセーズの歴史」（2006

年）の、初期シネマテーク史の章にも書かれて

いない。今後、フランス教育映画史を研究テ

ー マにしたいというゴーティエ氏から、地方性

の視点を取り込んだフランス映画史の新たな

表情が見えてくるかも知れない。

　確かに、バリは「映画の都」かも知れない。

だが、パリ周辺だけでフランスの映両を、まし

てフランスの映両保存界を理解したと考えるの

が早計であったことを、リヨンと、さらにこのトゥ

ールーズで知ることとなった。また、映画文化と

地域住民との溶け合い方の中にも、「フランス

第二のシネマテーク」という語では収めきれな

いフィルム・アーカイビングの新鮮な切りlIを見

ることができた。小さくとも、パリにいては見えな

い映画の風景がここではくっきりした像を結ん

でいた。

　かくして、パリ、トリノ、リヨン、トゥールーズと

めぐってノンフィルム資料の収集・保存・活用

について見聞を深めることができたが、その成

果はフィルムセンターの所蔵資料の扱いについ

ても徐々に活かされるだろう。すでに、スチル

写真をメインとする資料画像の集積、フランス

の映画ポスター事情を踏まえて企画した展覧

会「戦後フランス映画ポスターの世界」などで

新たな知見は反映されている。El本でも、研

究者や好事家たちの愛好品といった固定観念

に囚われない、私たちの日々の「生活文化」と

してのノンフィルム像を結ぶことはできないだろ

うか。塁

　　　　　　　（フィルムセンター主任研究員）

『ブーローニュの森の貴婦人たち』着色ロビーカード

紙の板（カルトン）に貼り付けられているため「フォト・カルトネ（Photo　cadonnee）」とロ乎ばれる
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『ロバと王女』手書きポスター

］950年代末から70年代にかけてアンドレ・アザイスという地元の画家が描いた、市内の映画館

のファサードを飾るための大型手書きポスター，コレクションの地方性を優れて示している
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